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アーリーン・モリス氏の監査委員就任のお知らせ 

2009年 6月22日 米国 サンディエゴ発 - メディシノバ・インク（米国カリフォルニア州 サ

ンディエゴ、代表取締役社長兼 CEO：岩城裕一）は、現在当社の取締役を務めますアーリーン・

モリス(Arlene Morris)氏が、2009 年 6 月 19 日付で当社の監査委員会の委員に就任したことをお

知らせいたします。 

このことにより、当社は、監査委員会の委員は 3名以上でなければならないと定める NASDAQ 市

場規則5605(c)(2)のコンプライアンス要件を再び充たすことができました。2009年6月16日に、

当社は NASDAQ 株式市場より、「2009 年 6 月 12 日の業務終了時より、メディシノバ・インクの監

査委員会の委員は 2名となり、NASDAQ 市場の規則を遵守していない。このため、次回の株主総会

または 2010 年 6 月 12 日のいずれかより早く到来する期日までに、監査委員会の委員の空席を埋

める必要がある」旨の通知を受けておりました。 

以上 

 

メディシノバ・インクは、日本内外の国際的製薬企業との提携により有望な低分子化合物を導入

し、様々な疾患領域の新規医薬品の開発を行う公開製薬企業です。弊社のパイプラインには、喘

息急性発作、多発性硬化症、喘息、間質性膀胱炎、固形癌、全般性不安障害、切迫早産、尿失禁

および血栓症など、多様な疾患の治療を目的とする臨床段階の化合物が揃っております。弊社詳

細につきましては http://www.medicinova.jpをご覧下さい。メディシノバ・インクの所在地はア
メリカ合衆国カリフォルニア州サンディエゴ市ラ・ホイヤ・ヴィレッジ・ドライブ 4350、スイー
ト 950 (電話 1-858-373-1500)です。 
 
このプレスリリースには、1995 年米国民事証券訴訟改革法(The Private Securities Litigation 

Reform Act of 1995)に規定される意味での「将来の見通しに関する記述」が含まれている可能

性があります。これらの記述には、製品候補の治療法としての新規性および効能を実証する臨床

試験に関する記述、既存または将来の臨床試験の計画や目的および製品開発に関する計画または

目的に関する記述などが含まれます。このような記述には、臨床試験の結果、現段階の臨床試験

の結果が必ずしもその後の製品開発の行方を確定するものではないこと、将来の臨床試験のタイ

ミング、費用、計画など、臨床試験、製品開発および商品化に付随するリスクや不確定要素およ

び当社が米国証券取引委員会に提出した届出書に記載されているものも含めたその他のリスク
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や不確定要素など、その多くは当社のコントロールが及ばないいくつもの前提、リスク、不確定

要素の影響を受けるものであります。したがって、「将来の見通しに関する記述」はその時点に

おける当社の状況を述べているにとどまります。当社には、この記述に関して、情報の修正また

は更新を行う義務はありません。 

 

 
ご参考 

アーリーン・モリス氏の略歴は以下のとおりです。 

2006 年 5 月より当社取締役。当社の戦略的提携関係、マーケティング及び営業戦略の策定に重要

な専門性を発揮。2003 年 6 月にはナスダック上場のバイオテクノロジー企業であるアフィマック

ス・インクのプレジデント兼チーフ・エグゼクティブ・オフィサー（CEO）に就任。2001 年から

2003 年にかけて、クリアビュー･プロジェクツ・インクのプレジデント兼チーフ・エグゼクティ

ブ・オフィサー（CEO）。1996 年から 2001 年には、コールター･ファーマスーティカル・インクの

事業開発担当上級統括責任者。1993 年から 1996 年には、サイオス･インクの事業開発担当統括責

任者として、バイオテクノロジー分野では初となる後期製品に関する利益分配取引を含む、知名

度の高い取引を数回にわたり締結。1977 年から 1993 年にかけては、ジョンソン･アンド･ジョン

ソンにて販売、マーケティング、新製品開発及び事業開発といった様々な分野で管理職及び役員

を歴任。この間 1988 年から 1993 年には、マクニール･ファーマシューティカルで事業開発担当

統括責任者を務めた。カーロウ・カレッジにおいて B.A.（生物学及び化学）を取得。ウエスタン･

ニュー･イングランド･カレッジでマーケティングを専攻。バイオテクノロジー産業協会（BIO)、

フェノミックス・コーポレーション及びアフィマックス・インクの取締役。 


